
子どもの笑顔
校長 垣内 秀一郎

先日、ピアノとハーモニカのコンサートに行く機会がありました。

ピアノはいろんな場面で聞くことがありましたが、ハーモニカは小学生の時に学校で

習って以来でした。ハーモニカはわたしの想像を大きく超えたサックスとクラリネット

を合わせたようなとても味わい深い音色でした。素敵な音楽を楽しんでいたところ、ま

た、別の発見もありました。ピアニストは詩人「谷川俊太郎さん」の息子さんでした。

演奏の合間で谷川俊太郎さんの私生活の話も出てきて、会場では「へぇー」「ほー」な

どの多くの反応がありました。

その中でお父さんである谷川俊太郎さんの一つの詩を朗読していただきました。とて

も印象に残ったので、その一節を紹介します。

子どもは好奇心旺盛で、楽しみを見つける天才です。子どもの笑顔をみるとわたした

ちは元気づけられます。そして、たしかにほっとするものです。

この詩には続きがあります。それを読むとさらに考えさせられました。

笑っていても心からの笑顔ではないかもしれない。まわりの状況を感じて笑っている

こともあるかもしれない。わたしたち大人は、笑っている子どもを見て安心するのでは

なく、笑顔に隠された悩みや葛藤に気づき、手を差し伸べられる存在でありたいと思い

ました。

子どもの笑顔だけでなく、子どもの心もしっかり見つめていきたいものです。
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６月は，第１回校内人権月間です。「学級人権宣言を決める」「人権標語をつくる」「道徳の時間等で

人権や仲間づくりの視点をもった授業をする」など，さまざまな取組で人権について考えています。

＜８月＞

１日（木）出校日

＜７月＞ ２１日（水）出校日

３日（水） 授業参観・学級ＰＴＡ（上学年） ２５日（日）ＰＴＡ奉仕作業

８日（月） 第２回学校運営協議会

８日（月) ～１８日（木）B・C校時
＊下校時刻が通常と異なります

１９日（金） 終業式

２４日（水） 市小学校水泳記録会 （予備日：２５日）

＊ 行事の詳細は、案内プリント等で御確認ください。

【教育実習】

５年１組に浦上結衣さ

ん、6年2組に渡邊輝さん

が教育実習にきました。

二人とも本校の卒業生

ということで、自分の母

校で教壇に立てることに

喜びを感じているようで

した。これから自分の夢

の実現のために、頑張っ

てほしいものです。

【歯科指導】

全学年で歯に関する正し

い知識や歯磨き，むし歯予

防などについて学びまし

た。

むし歯や歯周病にならな

いよう正しく歯を磨くこと

やむし歯になったら，早め

に歯医者にいって治療する

ことで，健康な口の状態を

保ってほしいと思います。

【学校訪問】

6月12日、姶良伊佐教

育事務所・伊佐市教育委

員会の合同学校訪問があ

りました。

授業参観等を通して、

大口小学校のみんなの頑

張りを見ていただけまし

た。タブレットを上手に

使いこなしていることや

落ち着いた学習態度など

褒めていただきました。

【食に関する指導】

2年生では，栄養教諭

の福田先生から食に関す

る指導がありました。

給食の残食について教

えてもらい、ご飯の食べ

残しだけでも伊佐市全体

で50㎏あることにびっく

り。苦手なものもがんば

って食べるなど、感謝し

て食べることの大切さに

ついて学びました。

「学級人権宣言」

全ての学級で人権に

関する年間目標「学級

人権宣言」を決め，取

り組んでいます。

「人権コーナー」

ふわふわ言葉に関する標語や作

文など，子どもたちに考えてほし

いことを掲示してあります。

「人権教室」

５・６年生は、ワークショ

ップデザイナー髙﨑恵さんか

らお話を伺いました。




